
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 7 回 理事会  

日 時 令和 2 年 11 月 12 日  19:15～21:55 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、大石勝規、田中拓郎 

リモート：重松康志、永木照彦、浦川純二、志岐浩二、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子 

監事事務所：平野英三、柿田謙三 

リモート：大木田治夫 

書記：狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １ 会計内規改廃について 
  リモート会議に関する規定がなかったので追加。会議費支給について、通常の集合型会議は 1,000

円、リモート形式会議は 2,000 円。リモートは交通費支給がなく、場所や端末の配慮が必要。規
約審議の岡先生に見ていただいて提出しており、審議承認されれば本日より施行。 審議の結果、
提案通り可決された。 

２）(コンソーシアムに係る)｢規程整備｣の件について 
ナガサキリハビリテーションネットワークと本会がコンソーシアム協定を結んで、休眠預金助成
制度に誓約書を添えて申請手続きをしている。本会規程を添えて提出したところ一部規程に不備
があり、指導を受けた。規約審議で規程を見直し、本日審議をお願いしたい。（資料参照）まず利
益相反防止と倫理規定について審議を。審議の結果、提案通り可決された。続いて内部通報ヘルプ
ライン規程について審議。審議の結果、提案通り可決された。続いてコンプライアンス規程について
審議。審議の結果、提案通り可決された。続いてリスク管理規程について審議。審議の結果、提案通
り可決された。最後に職員の就業規則について審議。審議の結果、提案通り可決された。 

３）令和 3 年度会費減免の検討について 
   次年度会費の減免について検討。県から来年の事業と予算のシミュレーションした方が良いと意

見を頂いた。現時点で今年度 650 万円の余剰金額。昨年度までの繰越が 780 万円。合わせて今年
度 1,430 万円の遊休財産ということになる。令和 3 年度予算につて、いくつかパターンを示して
いる。①会費を 100%の 1 万円徴収した場合、事業を 100%遂行できればクリア。ただ、令和 2 年
度は予定していた事業の 60%しか遂行できていない。②会費 100%徴収し、事業実施率 80%の場
合、遊休財産が 170 万円超過しクリアできない。③会費を半分の 5,000 円徴収し、事業実施率
80%で 80 万円くらい余裕を残して認定基準をクリアできる。公益法人は全て単年度決算のため、
来年度だけ一時的に会費を減免し、その次は普通に戻るという考え方。それは総会で報告の必要
あり。会費徴収規程に会費減免に関する項を追加。時限的なというところは、理事会決議による
会費減額規定第 1 条に入れている。（詳細は資料参照）12 月 16 日 JPTA に態度報告。情報を整
理・確認し 12 月の理事会で最終決定したい。本議案についての審議は次回理事会に持ち越しとな
った。 

４）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員申請状況について（令和2年11月5日までの申請分）に
ついて 
今回 3 名の申請。要件について問題なし。審議の結果、提案通り可決された。 

５）学術誌班内規および「長崎理学療法」執筆規定・投稿規定の施行について 
学術誌班の内規、投稿規定等刷新について学術誌班中心に検討した。最終案を承認いただき施行した
い。（資料参照）執筆規定では全体の構成、文言を整理、ホームページに掲載という項目を追加。英文
抄読はネイティブの添削を削除。図表のフォーマットを変更。メールでの連絡を可に。投稿規定に利
益相反の項目と会員外の投稿を追加。倫理委員会の承認について、症例報告には求めず、研究には必
要。内規については、学術誌班の動きを追記し、投稿掲載料を明記。例外は理事会で承認を受ければ 
別途既定でき、掲載判断を理事会に委ねるという項目も追加。改廃は理事会決議による。文体、文言
統一、修正を前提に審議。審議の結果、提案通り可決された。 

 ６）協会指定管理者研修会に伴う士会長推薦書承認の件について 
   12 月 19 日開催予定の協会指定管理者研修会について、士会長推薦の申請が 18 名あり。リモート

でのエントリーもあった。認めるか審議を。また 12 月 19 日までに理事会が無い場合、この後の
申請を三役審議で承認することについても審議を。審議の結果、提案通り可決された。 

７）パソコン（理事貸与分）リース契約の件について 
     庶務部で IT 機器の拡充として、役員に対応するパソコンの導入を検討。地区研修会にも活用するた

め、マウスコンピューターの 4 台を壱岐、対馬、上五島、下五島に配布。三役を除いた 10 名の理事に



もマウスコンピューターと有線マウスをつける。あと Surfaceとキーボードをつけた 5台を三役に配布
予定。18 リースの見積もりで、パソコン 19 台分で金利も含め、月額リース料 57,970 円。監事 3 名分
も追加して契約する。審議の結果、提案通り可決された。 

８）新入会承認について 
   入会 4 名、休会 1 名、退会 0 名、復会 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 
（２）報告事項 
  １）上半期事業報告について 
   令和 2 年 4 月 1 日から 9 月 30 日までの事業報告提出状況について資料参照。多くの事業が中止または

延期。追加、修正は総務部まで連絡を。監査は実施する方向で日程調整する。 
２）令和 2 年度新卒者オリエンテーション事業報告について 

   11月 4日 5日にリモートでの新卒者オリエンテーションを実施。対象者は 1日目が 79名。2日目も 79
名。今年度、謝金の変更あり、2 日間参加された先生方に謝金を出したため当初の予算から足が出てい
る。成功に終わったことを報告する。 

 ３）令和 2 年度 九州ブロック教育・学術担当者会議について 
10 月 10 日開催。概ね各事業が上半期は中止となり、下半期は Web 研修中心となっている。九州ブロ
ックの持ち回り事業も再度確認でき、次年度以降に繋がるものだった。 

 ４）ハラスメント研修会報告について 
10 月 31 日に地域局と合同で実施。メイン会場は勤労福祉会館、7 つのサテライト会場とリモート研修
で 125 名参加。弁護士の小泉先生に講演いただいた。大きなトラブルも無く実施できた。地区の設営
には時間的な余裕を持って動くべき。アンケートの結果 90%以上が「良かった」、「今後も受けたい」
など高評価だった。 

 ５）九州理学療法士学術大会 2020 in SASEBO 監査報告について 
前回報告した監査の返事あり、日付の間違い 1 点、 請求書の間違い 1 点の 2 点修正を求められ、対応
済み。ミスは許容範囲で、あとはこのまま進めていいとのこと。次年度予定として、JPTA がジョリス
ティックと契約しないため本会も使えない方向となっている。再度情報を確認する。 

（３）その他報告事項 
 １）臨床実習指導者講習会について 

標記に関し、感染対策を十分に行った上実施予定だが、全国的に第 3 波と言われている。開催までの
期間、ステージ 3 と 1 日 5 人陽性が続くことを中止の判断基準とする。 
次回理事会は 12 月 11 日開催予定。 

- 


